
令和７年度シラバス（教科）  学番７６ 新潟県立糸魚川白嶺高等学校  

教科(科目) 数学（数学Ⅰ） 単位数 ４単位 学年(系列) １年次 

使用教科書 数研出版『最新 数学Ⅰ』 

副教材等 数研出版『新課程 書き込みシリーズ 標準 教科書傍用 Study up ノート数学Ⅰ』 

１ グラデュエーション・ポリシー及びカリキュラム・ポリシー 
グラデュエ

ーション・ポ
リシー 

～卒業までにこのような資質・能力を育みます～ 
①地域と連携する活動をとおして、地域に愛着を持ち、将来にわたり地域社会に主体的に貢献しよう
とする姿勢を育成します。 
②防災減災学習や地域理解学習をとおして、地域の課題を自分事として捉え、解決しようとする態度
を育成します。 
③豊かな心を持ち、思いやりをもって自他を尊重し、国際化に対応したコミュニケーション能力を育
成します。 

カリキュラ

ム・ポリシー 
～上記の資質・能力を育成するため、このような教育活動を行います～ 
①基本的生活習慣を確立させる生徒指導や人権教育、同和教育の推進をとおして、規範意識・社会性
の涵養、いじめを許さない態度の育成をするための教育活動を展開します。 
②３年間の系統的で継続的な「白嶺ＨＳＪ(ホップ･ステップ･ジャンプ）」プランによるキャリア教育
や防災減災学習により、学力向上、進路実現を目指すための指導や取り組みを推進します。 
③職業理解、地域理解を深め、地域課題を解決しようとする態度を育成するため、地元の産業界、関
係機関等との連携・協働を推進し、地域の復興や活性化に向けた教育活動に取り組みます。 

２ 学習目標         
数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目
指す。 
(1)数と式，図形と計量，二次関数及びデータの分析についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとと
もに，事象を数学化したり，数学的に解釈したり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。 
(2)命題の条件や結論に着目し，数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に変形したりする力，図形の構成要素間
の関係に着目し，図形の性質や計量について論理的に考察し表現する力，関数関係に着目し，事象を的確に表現し
てその特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考察する力，社会の事象などから設定した問題について，データ
の散らばりや変量間の関係などに着目し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を解決したり，解決の過程や結
果を批判的に考察し判断したりする力を養う。 
(3)数学のよさを認識し数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようとする態度，
問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎を養う。 

３ 指導の重点                  
進学・就職等希望進路が多岐にわたっていることから， 

① 数と式，集合と命題，二次関数，図形と計量，データの分析についての知識の習得を目指します。 
② 課題に関心をもちその解決に当たって，知識を基にして適切に処理することを目指します。 
③ 数学的によりよく表現することを目指します。 
具体的な事象の考察に数学を活用しようとする態度を育むことを目指します。 

４ 評価の観点の趣旨 

a知識・技能  b思考･判断･表現  c主体的に学習に取り組む態度  

・数と式，二次関数，図形と計量及び
データの分析についての基本的な概
念や原理・法則を体系的に理解して
いる。 
・事象を数学化したり，数学的に表
現・処理したりすることに関する技
能を身に付けている。 

命題の条件や結論に着目し，数や式
を多面的に見たり目的に応じて適切
に変形する力，図形の構成要素間の
関係に着目し，図形の性質や計量に
ついて論理的に考察し表現する力，
関数関係に着目し，事象を的確に表
現してその特徴を表，式，グラフを
相互に関連付けて考察する力，社会
の事象などから設定した問題につい
て，データの散らばりや変量間の関
係などに着目し，適切な手法を選択
して分析を行い，問題を解決した
り，解決の過程や結果を批判的に考
察し判断したりする力を身に付けて
いる。 

・数学のよさを認識し数学を活用し
ようとしたり，粘り強く柔軟に考え
数学的論拠に基づき判断しようとし
たりしている。 
・問題解決の過程を振り返って考察
を深めたり，評価・改善したりしよ
うとしている。 
 

 

 

 

 



５ 評価方法 

 評価は次の観点から行います｡ 

 a知識・技能  b思考･判断･表現  c主体的に学習に取り組む態度  

評
価
方
法 

・定期考査と小テスト 
・質問に対する発言や発表の内容 
 などから，評価します 

・定期考査と小テスト 
・学習への取り組み 
 などから，評価します。 

・小テスト 
・学習への取り組み 
・振り返りシートの記述 
・提出物などの内容の確認 
などから，評価します。 

 

各観点「Ａ：十分満足できる」，「Ｂ：おおむね満足できる」，「Ｃ：努力を要する」で評価します。 

６ 学習計画                              

   月 単元名 教材名 学習活動(指導内容) 時

間 

評価の観点と評価方法 
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第１章  
数と式 
 
 
 
 
 
第２章 
集合と命題 
 
 
第３章  
二次関数 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第４章  
図形と計量 
 
 
 
 
 
第５章  
データの 
分析 
 
課題学習 

第１節 
数と式 
第２節 
一次不等式 
集合と命題 
 
 
 
 
 
 
第１節 
二次関数と
グラフ 
 
 
 
第２節 
二次方程式
と二次不等
式 
 
 
 
第１節 
三角比 
第２節 
正弦定理 
余弦定理 
 
 
 
 
 

数を実数まで拡張する意義や命題に関
する基本的な概念を理解できるように
する。また，式を多面的にみたり処理
したりするとともに，一次不等式を事
象の考察に活用できるようにする。 
 
 
集合や命題に関する基本的な概念を理
解できるようにする。 
 
 
二次関数のそのグラフについて理解
し，二次関数を用いて数量の関係や変
化を表現することの有用性を認識する
とともに，それらを事象の考察に活用
できるようにする。 
 
 二次方程式の解と二次関数のグラフ
との関係について理解するとともに，
数量の関係を二次不等式で表し二次関
数のグラフを利用してその解を求め
る。 
 
 
三角比の意味やその基本的な性質につ
いて理解し，三角比を用いた計量の考
えの有用性を認識するとともに，それ
らを事象の考察に活用できるようにす
る。 
 
 
統計の基本的な考えを理解するととも
に，それを用いてデータを整理・分析
し傾向を把握できるようにする。 
 
論理パズル 
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・学習への取り組み 
a，b，c 

・課題・提出物の状況 
  a，b，c 
・定期考査 
  a，b，c 
・提出物の内容 
  a，b，c 
・小テスト 
  a，b，c 
 
 
 

                                      計140時間（50分授業） 

７ 課題･提出物等 

・考査ごとに課題プリントを配布しワーク(Study-upノート数学Ⅰ) を提出します。 

・夏季休業や冬季休業中の課題は別途指示します。（既習事項の復習など） 

８ 担当者からの一言 

この科目では，数と式，集合と命題，二次関数，図形と計量，データの分析について学びます。 

基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り，２・３年次に学習する際の土台作りをするとともに，事象を数学的に考
察し表現する力を身につけます。進学や就職に向けて，数学的な考え方を養い，確かな数学の力を身につけ，それ
らを活用することができるよう努力しましょう。 
                                   （担当：阿部・小林・中嶋・西村） 

 



 


